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る。第 1章に課題の背景、第 2章に測定法の原理を記した。 
 第 3章に、紫外、及び可視光における波長ごとの分光断層画像撮像法の技術内容と観察結果
をまとめた。シリンドリカルレンズ群、スーパーコンティニウム光源、スペクトラルドメイン
型の Optical Coherence Tomography （OCT：光断層撮像法）に誘電多層フィルターを組み合わ
せ、ワンショット型の紫外-可視分光 OCTを開発した。20 msの時間分解能で撮像することで、






























均粒径 13 nmのポリスチレン (PS) 粒子の粒径分布が測定できることを示した。さらに、
顕微光学系を液浸型ファイバープローブに変更することで計測信号の高周波ノイズが抑
制され、数 nmの粒子の定量や 10 µLでの微量計測も行うことができた。また、角度可変
ファイバープローブシステムを開発し、PS粒子の運動モードが並進拡散運動モードにある
ことを割り出した。本技術は、これまでに報告されている低コヒーレンス動的光散乱法の
なかで測定可能な粒径範囲が最も広く、数 10 µmから nmの粒径分布の定量に適した方法
である。 
第 6章は、多分散状態の試料に対して、開発した高感度型の低コヒーレンス動的光散乱シ
ステムを適用した結果をまとめたものである。透過型電子顕微鏡の結果と比較し、標準粒
子の粒度分布を正確に定量できることを確認した。実際のインクについて希釈濃度を変え
て測定し、分散状態の変化する挙動を計測した。希釈操作によって粒子の凝集サイズが小
さくなることから、濃厚分散粒子系で粒子間距離の短いことにより粒子同士が弱い相互作
用で軟凝集していることがわかった。沈降性の悪いインク中の顔料の分散状態は時間の経
過とともにµmから nmにわたる粒径分布が変化していた。ナノ粒子を用いた製品管理、商
品開発のためには、濃厚粒子系の分散状態を直接、無希釈で観測する必要性があることを
示した。 
 低コヒーレンス干渉法に基づいた生体、物体、液体内部の色、構造、分散状態を観測する技
術を開発し、化粧品開発のためのヒト肌の研究、及び多層フィルムやインクなどの産業材料の
研究開発や品質評価に応用した。本技術、及びその研究内容は、医療、工業、農業、心理、文
化などの各分野のニーズと連携することで発展する可能性のある広がりのある内容である。そ
のための第一歩として貢献した研究であると考えられる。 
